
　全岐阜県生協連が加盟する岐阜県協同組合間提携推進協議会の取り組みとして2018年から地域の清掃活動に
取り組んでいます。今年度は、2回の活動を実施しました。8/11（日）の「ぎふ長良川花火大会清掃活動」には、県内の
企業や団体、個人のボランティアなどが参加し、前日の花火大会翌朝の
長良川河畔を清掃しました。協議会からは18名が参加しました。9/21

（土）の「古い町並み及び宮川朝市周辺の清掃活動」は、外国人観光客
で賑わう高山市の観光地域を8団体18名が参加して清掃しました。ふる
さとの自然や町並みの様子に触れながら清掃活動をするのはとても気持
ちがよく、地域の方から声をかけいただくのも励みになっています。

　2024年9月17日（火）、岐阜県協同組合間提携推進協議会主催の「協同組合に関する学習会」が開催され、県内
の10の協同組合と連合会から16名が参加しました。メインテーマであるＳＤＧｓ学習は、昨年に続き「地産地消の促進
によるＳＤＧｓの取り組み強化について」の演題で、「ＮＰＯ法人泉京（せんと）・垂井」の副代表理事である神田浩史さ
んの講演をお聴きしました。今年社会問題となった”米騒動”を例にして地球温暖化を解説していただくなど理解しやす
い内容でした。一方で、ますます拡大する様々な「格差」により、2030年のＳＤＧｓ目標達成が、17の目標の殆どにおい
てかなり困難な状況になっていることも改めてわかりました。続くグル
ープワーク（４グループ）では、講義を聴いて自分（たち）が、「協同組
合としてＳＤＧｓに連携して取り組めること」のテーマで企画案を検
討し発表しました。参加者からは概ね好評の感想が寄せられました。

「ＳＤＧｓ」テーマの学習の機会は、どの協同組合も近年少なくなって
いるそうで、参加アンケートでは、「ＳＤＧｓについて知ることができた
が、もっと詳しい内容を聞きたいと思いました」「とても分かりやすく、
身近にＳＤＧｓを感じることができました」「自分こととして考えて、広
い視野で世界を見る必要があると感じました」などの感想が寄せら
れました。
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謹んで新年のお慶びを申し上げます
　昨年は、元旦の「令和6年能登半島地震」をはじめとして大規模自然災害のリスクが高まりまし
た。また、生活必需品を含む物価上昇やエネルギー価格高騰が続き日常生活の厳しさが増した一年
となりました。世界に目を移せば、ロシアによるウクライナ侵攻やイスラエルによるパレスチナ攻撃が
継続し核兵器の使用も危ぶまれ、地球温暖化や食料安全保障の問題など、人々が安心して暮らして
いく上での懸念が継続した一年となりました。
　そのような中にあり、私たち岐阜県の生活協同組合は、宅配・店舗・共済・福祉・医療等の事業や、
さまざまな社会活動を通して生協組合員や地域の方のくらし応援に取り組んできました。これはひと
えに行政や県内の協同組合、諸団体、全国の生協の皆様のご支援の賜物と深く感謝いたします。

　今年は国連が定める国際協同組合年であり、多様な人々の参加や組織間の連携を強め、地域社会への貢献、SDGs
の推進に積極的に役割を果たしていくことが一層期待されます。そして全岐阜県生協連にとっても創立50周年の節目の
年となります。記念の事業を通して、地域社会の諸課題に正面から向き合い、「安心して暮らし続けられる、誰一人取り残
さない社会」を実現できるよう、引き続き連帯の力を強めていきたいと願います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　2024年6月28日（金）、全岐阜県生協連が「ハチドリ応援団」として参加し
ている認定特定非営利活動法人ぎふハチドリ基金の、「2024年度助成事
業採択証書交付式」が岐阜市のぎふメディアコスモスにおいて開催されまし
た。応募された37事業から29事業（27団体）、6つの助成コースで総額およ
そ735万円が助成されることになりました。全岐阜県生協連からは佐藤専務
理事が出席しプレゼンターとして採択証をお渡ししました。くらしの中でさまざ
まな困難を抱えている人は多く、支援のニーズは引き続き増加しています。こ
れからも、そのような活動の認知度を高めていくことが必要だと感じました。

　2024年12月8日(日)、消費者ネットワーク岐阜2024年度下期講演会が岐阜市柳戸の
「OKB岐阜大学プラザ」で開催され、同会の会員・世話人をはじめとして一般の方、行政や会
場関係者など38名が来場しました。また54名がオンライン参加しました。
　今回は、消費者ネットワーク岐阜世話人4名が講師を務め、「「投資」本当に理解しています
か？　～投資の理解と投資詐欺の現状～」のテーマで講演を行い学習しました。 
　「なぜ今投資なのか？」「金融経済教育の現状」「投資の基礎知識と心構え、注意点」「投資
詐欺の実態」「法的対処方法」など、それぞれの専門分野から「投資」について総合的に解説
され、岐阜県県民生活課の柴田消費生活対策監、大垣共立銀行の五藤常務執行役員、岐阜
市消費生活課の八田課長から今回の講演の意義についてコメントされました。
　講演を通して、大事なのは「投資」の基本を理解した上で、自分にあう方法で行うこと、投資詐欺に遭わないよう正し
い知識を身につける事が大切であること、不安を感じたら信頼できる窓口に即座に相談すること等が学習できました。
この講演の模様は大学の授業にも活用されます。

採択証書交付式　みんなで集合写真

消費者ネットワーク岐阜　大藪代表

講師の内田樹 氏

協同組合に関する学習会

JAひだ高山支店にて集合写真

岐阜県学校生協　　岐阜大学生協　　岐阜県労働者共済生協　　コープぎふ
岐女短生協　　西濃医療生協　　生協アイチョイス岐阜
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ぎふハチドリ基金「2024年度助成事業
採択証書交付式」に参加しました 2024.6.28

　2024年7月12日（金）、岐阜市のぎふメディアコスモスにおいて、岐阜県協同組合間提携推進協議会（構成団体：JA
岐阜中央会、JA全農岐阜、岐阜県酪連、全岐阜県生協連）主催の「協同組合を考える集い」が開催され、県内の協同
組合と連合会から115名が参加しました。今年の講演は、神戸女学院大学名誉教授の内
田樹氏から、「地方の人口減少と共同体の再生」の演題でお話しいただきました。日本の

「人口問題」は東京一極集中の「人口偏り問題」といえるものであり、きちんとした情報を
国民に示して議論していくことの大切さと、都市、地方ともに行政サービスを受ける権利は
国民に等しくあり、いろいろなシナリオを用意して、リスクヘッジやフェイルセーフの概念も
取り入れて議論していくことの重要性を説かれたのが印象的でした。そして、協同組合に
集う私たちに対しては、岐阜という地域の中に「協同」というコミュニティの拠点を作り続
けていくことの大切さと期待の言葉をいただきました。
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「協同組合を考える集い」を開催しました 2024.7.12
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「協同組合に関する学習会」を開催しました 2024.9.17
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地域貢献活動(清掃活動）を行いました 2024.8.11

2024.9.21
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消費者ネットワーク岐阜2024年度下期講演会が
開催されました 2024.12.8

(令和6年度岐阜県若者向け消費者教育推進事業)

会長理事　根崎周一



　2024年10月26日（土）･27日（日）、岐阜県庁周辺で「第35回岐阜県農業フェスティバル」が開催され、今年も会員
生協、関連団体の方で「生協コーナー」を出展しました。岐阜県産品を使った「生協のやきそば」「七色串（やきとり）」

「飛騨のりんご」の販売の他、「福祉施設コーナー」「ユニセフコーナ
ー」「輪投げ」など、延べ７４名がスタッフ参加し、来場者に元気にアピ
ールして、ほぼ終日多くの来場者で賑わいました。この生協コーナーも
長年出展してきたことで着実に定着してきており、毎年楽しみに買いに
来ていただけるようになりました。売上げの中から今年もユニセフに募
金をお贈りしました。約21万人が来場する県内最大級のイベントです
ので、これからも協力しあい楽しく出展していきたいと思います。
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岐阜県農業フェスティバルに出展しました 2024.10.26－27
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県議会各派代表懇談会を開催しました 2024.12.19

　全岐阜県生協連が会員として参加する「被爆者の願いを継承する岐阜県民の会」では、核兵器の廃絶を目指し
2021年から署名活動に取り組んでいます。今年11月までの累計署名数は65,375筆となりました。毎月の街頭署名
も25回行い950筆の署名を集めました。集まった署名用紙は年次で日本被団協に送付しています。今年は日本被団
協がノーベル平和賞受賞という嬉しいニュースがあった一方で、世界の各地で戦争や武力衝突が続き核兵器の使用
リスクも高まっています。来年はヒロシマ・ナガサキ80周年の節目の年であり、引き続き被爆者の皆さんとともに行動
していきます。

　2024年12月19日(木)、岐阜市のグランヴェール岐山にて、岐
阜県議会各派代表議員との懇談会を開催しました。岐阜県議会
4会派の代表議員をはじめ、県議会議長、岐阜県環境生活部次
長も出席され19名で開催しました。
　全岐阜県生協連の根崎会長理事、県議会の水野議長の挨拶
で始まり、まず各生協から組織や事業、そして少子高齢化や物
価・エネルギー価格高騰が続く昨今の組合員の暮らしの変化、防
災・減災、災害ボランティア、平和分野の取り組み等を交え活動
報告しました。
　続く意見交換では、各議員から、「買い物困難地域における支
援」「高齢者や単身世帯への買い物支援」「行政と連携した災害ボランティア活動」「高齢者の災害支援・補償、防
災意識の向上」「大学生協での価格改定の状況」「モビットなど新しい乗り物の事故補償の状況」「日本被団協のノ
ーベル平和賞受賞について」「フードバンクを通じたボランティアと利用者のつながり創成」など、幅広い分野で意見・
質問が出され質疑で交流しました。
　意見交換の最後には、環境生活部の西次長からの本日の懇談会の受け止めと県行政としてのコメントがあり、全
岐阜県生協連の内藤副会長理事より、今日の意見交換会での気づきを一つでも県行政や県議会との連携に繋げた
いと閉会挨拶があり、今年の懇談会を終了しました。
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「すべての国に核兵器禁止条約の批准を求める
署名運動」に参加しています

活
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2024 年度岐阜県生協大会を開催しました

　2024年11月8日（金）、岐阜市のホテルグランヴェール岐山で岐阜県生協大会を開催し68名が参加しました。今年
は、『災害時のコミュニティ －刻 と々変化する困りごと－』のテーマで、清流の国ぎふ女性防災士会会長の伊藤三枝子
さんを講師に迎え、災害発生時の避難行動や被災者支援活動について学習しました。
　伊藤さんからは、過去の岐阜県の地震被害事例や、能登半島地震の支援に入って
見たこと・聴いたことを、たくさんの写真や被災者の声を紹介していただき、会場への問
いかけも交え、能登半島ボランティア活動の中で、撮影された写真や被災者の声を数
多く交えリアルにお話しいただきました。参加アンケートでは、「毎月支援に行かれて、そ
の都度変化していく支援の必要な内容、実際ご自身の目で見て感じられた生の声が心
にひびきました」など好評の声が多く寄せられました。
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避難所のニーズを出し合い対応を調整しました

小田川・高梁川合流地点の記念碑前にて

講師の伊藤三枝子 氏

※ＱＲコードから
　動画もご覧
　ください。

2024.11.8
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「岐阜県災害ボランティア連絡調整会議」
設置訓練に参加しました

　2024年11月19日（火）、岐阜県農業・福祉会館で実施された「岐阜県災害ボランティア連絡調整会議設置訓練」
にコープぎふとともに参加しました。今回は、午前７時に県内で内陸直下型地震が発生し、岐阜・西濃地域を中心に大
きな被害が発生したという想定で行われました。被災自治体・社協から避難所等でのニーズを聞き取り、参加した支援
団体が各々で可能な対応を出し合い調整しました。
　全岐阜県生協連からは、炊き出しの不足に対し、岐阜市内の生協施設にLP
ガス式の炊き出し用具を所有しており人員とともに対応可能であること、炊き
出し用の食材の提供が可能であること、会員の医療生協と情報共有し可能な
支援を検討する旨を報告しました。物資調達と合わせ、避難所や災害ボランテ
ィアセンター支援の面でも生協のＢＣＰと噛み合った活動として対応できるよう
にしていくことが更なる課題と感じました。
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「令和 6年度能登半島地震及び能登豪雨」
災害募金をお送りしました

　2024年9月21日、石川県能登半島を中心に豪雨災害が発生し、被災地では甚大な被害が発生しました。被災され
た皆さまに心からお見舞い申し上げます。
　全岐阜県生協連では、元旦に発生した能登半島地震の被災者支援募金として、1月に100万円の送金を行いまし
たが、今回の豪雨被害支援への一助になればと、日本生協連の呼びかけに応じて、新たに20万円の支援募金をお送
りしました。これからも、一日も早い復興を願い、できうる支援を継続していきます。

2024.11.19

2024.10.8
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拡大県連理事会研修（倉敷市）を実施しました

　2024年11月14日～15日（木・金）、拡大理事会研修で岡山県倉敷市を訪問しました。今回は、倉敷市社会福祉協
議会、岡山県生協連、おかやまコープに依頼し、平成30年7月豪雨災害時の対応や復興についての取り組みを学習し
ました。くらしき健康福祉プラザにて、倉敷市社協の方から「倉敷市災害ボランティアセンターの取り組み」「倉敷市真
備支え合いセンターの取り組み」「生活支援コーディネーターによる被災地支援
と、おかやまコープとの協働」について、続いて生協の方から「おかやまコープの
取り組みと県連の役割」のテーマでお話しいただきました。災害に備えて日頃か
ら地域の中で関係性を高めていくことの大切さを学びました。
　翌日は、真備地区の中の特徴的なポイントをバスツアーで視察しました。小田
川の決壊箇所を補修した「まびふれあい公園・防災拠点施設」「日の丸旅行真
備営業所」「高梁川・小田川合流点」などを巡り、前日の学習内容を目と耳で確
認しました。

2024.11.14－15

朝礼での集合写真

懇談会の模様。今年も幅広いテーマで意見交換を行いました。

名鉄岐阜駅前での街頭署名の様子



　2024年10月26日（土）･27日（日）、岐阜県庁周辺で「第35回岐阜県農業フェスティバル」が開催され、今年も会員
生協、関連団体の方で「生協コーナー」を出展しました。岐阜県産品を使った「生協のやきそば」「七色串（やきとり）」

「飛騨のりんご」の販売の他、「福祉施設コーナー」「ユニセフコーナ
ー」「輪投げ」など、延べ７４名がスタッフ参加し、来場者に元気にアピ
ールして、ほぼ終日多くの来場者で賑わいました。この生協コーナーも
長年出展してきたことで着実に定着してきており、毎年楽しみに買いに
来ていただけるようになりました。売上げの中から今年もユニセフに募
金をお贈りしました。約21万人が来場する県内最大級のイベントです
ので、これからも協力しあい楽しく出展していきたいと思います。
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していきます。

　2024年12月19日(木)、岐阜市のグランヴェール岐山にて、岐
阜県議会各派代表議員との懇談会を開催しました。岐阜県議会
4会派の代表議員をはじめ、県議会議長、岐阜県環境生活部次
長も出席され19名で開催しました。
　全岐阜県生協連の根崎会長理事、県議会の水野議長の挨拶
で始まり、まず各生協から組織や事業、そして少子高齢化や物
価・エネルギー価格高騰が続く昨今の組合員の暮らしの変化、防
災・減災、災害ボランティア、平和分野の取り組み等を交え活動
報告しました。
　続く意見交換では、各議員から、「買い物困難地域における支
援」「高齢者や単身世帯への買い物支援」「行政と連携した災害ボランティア活動」「高齢者の災害支援・補償、防
災意識の向上」「大学生協での価格改定の状況」「モビットなど新しい乗り物の事故補償の状況」「日本被団協のノ
ーベル平和賞受賞について」「フードバンクを通じたボランティアと利用者のつながり創成」など、幅広い分野で意見・
質問が出され質疑で交流しました。
　意見交換の最後には、環境生活部の西次長からの本日の懇談会の受け止めと県行政としてのコメントがあり、全
岐阜県生協連の内藤副会長理事より、今日の意見交換会での気づきを一つでも県行政や県議会との連携に繋げた
いと閉会挨拶があり、今年の懇談会を終了しました。
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「すべての国に核兵器禁止条約の批准を求める
署名運動」に参加しています

活
動
報
告
2024 年度岐阜県生協大会を開催しました

　2024年11月8日（金）、岐阜市のホテルグランヴェール岐山で岐阜県生協大会を開催し68名が参加しました。今年
は、『災害時のコミュニティ －刻 と々変化する困りごと－』のテーマで、清流の国ぎふ女性防災士会会長の伊藤三枝子
さんを講師に迎え、災害発生時の避難行動や被災者支援活動について学習しました。
　伊藤さんからは、過去の岐阜県の地震被害事例や、能登半島地震の支援に入って
見たこと・聴いたことを、たくさんの写真や被災者の声を紹介していただき、会場への問
いかけも交え、能登半島ボランティア活動の中で、撮影された写真や被災者の声を数
多く交えリアルにお話しいただきました。参加アンケートでは、「毎月支援に行かれて、そ
の都度変化していく支援の必要な内容、実際ご自身の目で見て感じられた生の声が心
にひびきました」など好評の声が多く寄せられました。
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避難所のニーズを出し合い対応を調整しました

小田川・高梁川合流地点の記念碑前にて

講師の伊藤三枝子 氏

※ＱＲコードから
　動画もご覧
　ください。

2024.11.8

活
動
報
告

「岐阜県災害ボランティア連絡調整会議」
設置訓練に参加しました

　2024年11月19日（火）、岐阜県農業・福祉会館で実施された「岐阜県災害ボランティア連絡調整会議設置訓練」
にコープぎふとともに参加しました。今回は、午前７時に県内で内陸直下型地震が発生し、岐阜・西濃地域を中心に大
きな被害が発生したという想定で行われました。被災自治体・社協から避難所等でのニーズを聞き取り、参加した支援
団体が各 で々可能な対応を出し合い調整しました。
　全岐阜県生協連からは、炊き出しの不足に対し、岐阜市内の生協施設にLP
ガス式の炊き出し用具を所有しており人員とともに対応可能であること、炊き
出し用の食材の提供が可能であること、会員の医療生協と情報共有し可能な
支援を検討する旨を報告しました。物資調達と合わせ、避難所や災害ボランテ
ィアセンター支援の面でも生協のＢＣＰと噛み合った活動として対応できるよう
にしていくことが更なる課題と感じました。
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「令和 6年度能登半島地震及び能登豪雨」
災害募金をお送りしました

　2024年9月21日、石川県能登半島を中心に豪雨災害が発生し、被災地では甚大な被害が発生しました。被災され
た皆さまに心からお見舞い申し上げます。
　全岐阜県生協連では、元旦に発生した能登半島地震の被災者支援募金として、1月に100万円の送金を行いまし
たが、今回の豪雨被害支援への一助になればと、日本生協連の呼びかけに応じて、新たに20万円の支援募金をお送
りしました。これからも、一日も早い復興を願い、できうる支援を継続していきます。

2024.11.19

2024.10.8
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拡大県連理事会研修（倉敷市）を実施しました

　2024年11月14日～15日（木・金）、拡大理事会研修で岡山県倉敷市を訪問しました。今回は、倉敷市社会福祉協
議会、岡山県生協連、おかやまコープに依頼し、平成30年7月豪雨災害時の対応や復興についての取り組みを学習し
ました。くらしき健康福祉プラザにて、倉敷市社協の方から「倉敷市災害ボランティアセンターの取り組み」「倉敷市真
備支え合いセンターの取り組み」「生活支援コーディネーターによる被災地支援
と、おかやまコープとの協働」について、続いて生協の方から「おかやまコープの
取り組みと県連の役割」のテーマでお話しいただきました。災害に備えて日頃か
ら地域の中で関係性を高めていくことの大切さを学びました。
　翌日は、真備地区の中の特徴的なポイントをバスツアーで視察しました。小田
川の決壊箇所を補修した「まびふれあい公園・防災拠点施設」「日の丸旅行真
備営業所」「高梁川・小田川合流点」などを巡り、前日の学習内容を目と耳で確
認しました。

2024.11.14－15

朝礼での集合写真

懇談会の模様。今年も幅広いテーマで意見交換を行いました。

名鉄岐阜駅前での街頭署名の様子



　全岐阜県生協連が加盟する岐阜県協同組合間提携推進協議会の取り組みとして2018年から地域の清掃活動に
取り組んでいます。今年度は、2回の活動を実施しました。8/11（日）の「ぎふ長良川花火大会清掃活動」には、県内の
企業や団体、個人のボランティアなどが参加し、前日の花火大会翌朝の
長良川河畔を清掃しました。協議会からは18名が参加しました。9/21

（土）の「古い町並み及び宮川朝市周辺の清掃活動」は、外国人観光客
で賑わう高山市の観光地域を8団体18名が参加して清掃しました。ふる
さとの自然や町並みの様子に触れながら清掃活動をするのはとても気持
ちがよく、地域の方から声をかけいただくのも励みになっています。

　2024年9月17日（火）、岐阜県協同組合間提携推進協議会主催の「協同組合に関する学習会」が開催され、県内
の10の協同組合と連合会から16名が参加しました。メインテーマであるＳＤＧｓ学習は、昨年に続き「地産地消の促進
によるＳＤＧｓの取り組み強化について」の演題で、「ＮＰＯ法人泉京（せんと）・垂井」の副代表理事である神田浩史さ
んの講演をお聴きしました。今年社会問題となった”米騒動”を例にして地球温暖化を解説していただくなど理解しやす
い内容でした。一方で、ますます拡大する様々な「格差」により、2030年のＳＤＧｓ目標達成が、17の目標の殆どにおい
てかなり困難な状況になっていることも改めてわかりました。続くグル
ープワーク（４グループ）では、講義を聴いて自分（たち）が、「協同組
合としてＳＤＧｓに連携して取り組めること」のテーマで企画案を検
討し発表しました。参加者からは概ね好評の感想が寄せられました。

「ＳＤＧｓ」テーマの学習の機会は、どの協同組合も近年少なくなって
いるそうで、参加アンケートでは、「ＳＤＧｓについて知ることができた
が、もっと詳しい内容を聞きたいと思いました」「とても分かりやすく、
身近にＳＤＧｓを感じることができました」「自分こととして考えて、広
い視野で世界を見る必要があると感じました」などの感想が寄せら
れました。

全岐阜県生活協同組合連合会
〒509-0197岐阜県各務原市鵜沼各務原町1丁目4 番地の1

TEL 058-370-6867 E-mail ksatou@tcoop.or.jp HP https://www.coop-gifukenren.jp/
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謹んで新年のお慶びを申し上げます
　昨年は、元旦の「令和6年能登半島地震」をはじめとして大規模自然災害のリスクが高まりまし
た。また、生活必需品を含む物価上昇やエネルギー価格高騰が続き日常生活の厳しさが増した一年
となりました。世界に目を移せば、ロシアによるウクライナ侵攻やイスラエルによるパレスチナ攻撃が
継続し核兵器の使用も危ぶまれ、地球温暖化や食料安全保障の問題など、人々が安心して暮らして
いく上での懸念が継続した一年となりました。
　そのような中にあり、私たち岐阜県の生活協同組合は、宅配・店舗・共済・福祉・医療等の事業や、
さまざまな社会活動を通して生協組合員や地域の方のくらし応援に取り組んできました。これはひと
えに行政や県内の協同組合、諸団体、全国の生協の皆様のご支援の賜物と深く感謝いたします。

　今年は国連が定める国際協同組合年であり、多様な人々の参加や組織間の連携を強め、地域社会への貢献、SDGs
の推進に積極的に役割を果たしていくことが一層期待されます。そして全岐阜県生協連にとっても創立50周年の節目の
年となります。記念の事業を通して、地域社会の諸課題に正面から向き合い、「安心して暮らし続けられる、誰一人取り残
さない社会」を実現できるよう、引き続き連帯の力を強めていきたいと願います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　2024年6月28日（金）、全岐阜県生協連が「ハチドリ応援団」として参加し
ている認定特定非営利活動法人ぎふハチドリ基金の、「2024年度助成事
業採択証書交付式」が岐阜市のぎふメディアコスモスにおいて開催されまし
た。応募された37事業から29事業（27団体）、6つの助成コースで総額およ
そ735万円が助成されることになりました。全岐阜県生協連からは佐藤専務
理事が出席しプレゼンターとして採択証をお渡ししました。くらしの中でさまざ
まな困難を抱えている人は多く、支援のニーズは引き続き増加しています。こ
れからも、そのような活動の認知度を高めていくことが必要だと感じました。

　2024年12月8日(日)、消費者ネットワーク岐阜2024年度下期講演会が岐阜市柳戸の
「OKB岐阜大学プラザ」で開催され、同会の会員・世話人をはじめとして一般の方、行政や会
場関係者など38名が来場しました。また54名がオンライン参加しました。
　今回は、消費者ネットワーク岐阜世話人4名が講師を務め、「「投資」本当に理解しています
か？　～投資の理解と投資詐欺の現状～」のテーマで講演を行い学習しました。 
　「なぜ今投資なのか？」「金融経済教育の現状」「投資の基礎知識と心構え、注意点」「投資
詐欺の実態」「法的対処方法」など、それぞれの専門分野から「投資」について総合的に解説
され、岐阜県県民生活課の柴田消費生活対策監、大垣共立銀行の五藤常務執行役員、岐阜
市消費生活課の八田課長から今回の講演の意義についてコメントされました。
　講演を通して、大事なのは「投資」の基本を理解した上で、自分にあう方法で行うこと、投資詐欺に遭わないよう正し
い知識を身につける事が大切であること、不安を感じたら信頼できる窓口に即座に相談すること等が学習できました。
この講演の模様は大学の授業にも活用されます。

採択証書交付式　みんなで集合写真

消費者ネットワーク岐阜　大藪代表

講師の内田樹 氏

協同組合に関する学習会

JAひだ高山支店にて集合写真

岐阜県学校生協　　岐阜大学生協　　岐阜県労働者共済生協　　コープぎふ
岐女短生協　　西濃医療生協　　生協アイチョイス岐阜
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ぎふハチドリ基金「2024年度助成事業
採択証書交付式」に参加しました 2024.6.28

　2024年7月12日（金）、岐阜市のぎふメディアコスモスにおいて、岐阜県協同組合間提携推進協議会（構成団体：JA
岐阜中央会、JA全農岐阜、岐阜県酪連、全岐阜県生協連）主催の「協同組合を考える集い」が開催され、県内の協同
組合と連合会から115名が参加しました。今年の講演は、神戸女学院大学名誉教授の内
田樹氏から、「地方の人口減少と共同体の再生」の演題でお話しいただきました。日本の

「人口問題」は東京一極集中の「人口偏り問題」といえるものであり、きちんとした情報を
国民に示して議論していくことの大切さと、都市、地方ともに行政サービスを受ける権利は
国民に等しくあり、いろいろなシナリオを用意して、リスクヘッジやフェイルセーフの概念も
取り入れて議論していくことの重要性を説かれたのが印象的でした。そして、協同組合に
集う私たちに対しては、岐阜という地域の中に「協同」というコミュニティの拠点を作り続
けていくことの大切さと期待の言葉をいただきました。
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「協同組合を考える集い」を開催しました 2024.7.12

活
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「協同組合に関する学習会」を開催しました 2024.9.17

活
動
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地域貢献活動(清掃活動）を行いました 2024.8.11

2024.9.21
活
動
報
告

消費者ネットワーク岐阜2024年度下期講演会が
開催されました 2024.12.8

(令和6年度岐阜県若者向け消費者教育推進事業)

会長理事　根崎周一


